
人
材
育
成
部
　
部
長

福
江
　
弘
一

立教179年 学生担当委員会 活動方針 『次代を担うようぼくへと丹精しよう』

 

　
学
生
会
は
、

二
代
真
柱
様
が

旧
制
大
阪
高
等

学
校
に
在
学
中
、

講
演
会
や
に
を

い
が
け
を
活
動
目
標
と
し
て
「
天
理
教
学

生
連
盟
」
を
結
成
さ
れ
た
こ
と
が
先
駆
け

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
戦
争
の
影

響
も
あ
り
、
一
時
活
動
は
低
迷
し
た
も
の

の
、
戦
後
に
な
り
、
や
が
て
学
生
の
積
極

的
か
つ
純
真
な
求
道
心
か
ら
、
各
大
学
に

道
の
学
生
サ
ー
ク
ル
が
で
き
る
中
、
慶
應

義
塾
大
学
に
ご
入
学
な
さ
れ
た
三
代
真
柱

様
を
中
心
に
東
京
学
生
会
が
結
成
さ
れ
、

天
理
教
学
生
会
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
の
後
は
全
国
各
地
に
学
生
会

が
結
成
さ
れ
、
活
動
は
益
々
活
発
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　
学
生
会
は
育
成
者
、
つ
ま
り
大
人
達
が

学
生
に
教
え
を
伝
え
よ
う
と
思
っ
て
結
成

し
た
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
生
達
が
自

ら
道
を
求
め
て
寄
り
集
ま
っ
て
活
動
を
始

め
た
も
の
が
学
生
会
な
の
で
あ
り
ま
す
。

学
生
担
当
委
員
会
は
、
学
生
会
結
成
よ
り

約
十
年
後
、
教
祖
九
十
年
祭
後
の
全
教
活

動
指
針
と
し
て
お
打
ち
出
し
く
だ
さ
れ
た

「
若
年
層
の
育
成
」
を
受
け
て
発
足
し
、

三
代
真
柱
様
の
「
学
生
会
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、
本
教
の
学
生

層
全
般
に
つ
い
て
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

よ
う
に
」
と
の
思
い
を
受
け
て
現
在
の
活

動
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
学
生
会
は
学
生
の
自
主
的
な
活

動
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

担
当
委
員
会
は
彼
ら
の
自
主
性
を
最
大
限

に
生
か
し
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
し
、
立
派
な

よ
う
ぼ
く
に
育
つ
た
め
に
お
手
伝
い
を
し

て
い
く
ス
タ
ン
ス
な
の
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
学
生
会
と
申
し
ま
し
て
も
、

高
校
一
年
生
と
大
学
四
年
生
で
は
や
は
り

成
長
の
違
い
は
歴
然
と
し
て
い
ま
す
。
高

校
生
の
行
事
、
特
に
「
ま
な
び
ば
」
は
、

学
生
担
当
委
員
会
が
細
や
か
に
心
を
尽
く

し
て
計
画
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
し
て
「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
＆
Ｔ
ａ
ｌ

ｋ
」
で
は
、
大
学
生
が
学
生
同
士
で
話

し
合
っ
て
、
信
仰
へ
の
思
い
や
現
代
社
会

の
諸
問
題
、
身
近
な
事
柄
な
ど
の
テ
ー
マ

を
決
め
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
考
え
ま
す
。
開
催
当
日
は
、
同
じ

地
域
に
学
ぶ
大
学
生
、
専
門
学
校
生
同

士
が
教
理
勉
強
や
に
を
い
が
け
、
ひ
の

き
し
ん
な
ど(

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ)

を
通
し
て
信

仰
や
友
情
を
深
め
、
ま
た
、
存
分
に
語

り
合
う(

Ｔ
ａ
ｌ
ｋ)

こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
学
生
自
ら
が
心
を
配
り
運
営
を

行
い
ま
す
。

　
学
生
が
自
ら
の
意
志
で
計
画
し
運
営

す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
「
Ｗ
ｏ
ｒ

ｋ
＆
Ｔ
ａ
ｌ
ｋ
」
は
最
も
学
生
の
自
主

性
が
生
か
さ
れ
て
い
る
行
事
の
一
つ
だ

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
信
仰
は
感
動
、
感
激
だ
と
よ
く
聞
き

ま
す
。
特
に
学
生
に
と
っ
て
は
感
動
、

感
激
こ
そ
が
、
信
仰
を
つ
か
む
元
に
な

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
学
生
に
よ
る
学

生
の
た
め
の
行
事
「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
＆
Ｔ
ａ

ｌ
ｋ
」
へ
の
参
加
を
通
し
て
、
学
生
達

が
、
言
葉
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
、
感

動
、
感
激
を
味
わ
い
、
自
ら
育
つ
機
会

と
し
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
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、
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、

、
、
、

学
生
に
よ
る
学
生
の
た
め
の
「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
＆
Ｔ
ａ
ｌ
ｋ
」

、
、

１

・
城
法
　
　
6
月
23
日
　
　
大
教
会
　
　
　
180
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
江
委
員
出
向

・
西
宮
　
　
6
月
23
日
　
　
大
教
会
　
　
　
150
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
山
委
員
出
向

・
中
野
　
　
6
月
23
日
　
　
大
教
会
　
　
　
150
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
委
員
長
出
向

・
櫻
井
　
　
6
月
24
日
　
　
大
教
会
　
　
　
200
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
岡
副
委
員
長
出
向

・
神
崎
　
　
6
月
24
日
　
　
大
教
会
　
　
　
110
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
井
委
員
出
向

・
生
駒
　
　
6
月
24
日
　
　
大
教
会
　
　
　
100
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
委
員
長
出
向

《
立
教
179
年
6
月
25
日
付
》

【
教
区
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】

・
中
村
誠
一
郎
（
奈
良
教
区
）

【
直
属
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】

・
小
坂
承
伊
（
淺
草
・
牛
重
）

・
嶋
田
　
元
（
大
縣
・
出
来
島
）

・
小
林
靖
広
（
社
・
尾
上
）

・
中
村
道
治
（
愛
知
・
篠
島
）

・
佐
藤
伸
吾
（
秦
野
・
田
端
）

・
曽
根
喜
治
（
新
潟
・
佐
島
）

・
本
多
望
人
（
肥
長
・
下
五
島
）

・
永
田
　
裕
（
此
花
・
國
分
町
）

・
福
代
浩
一
（
白
羽
・
名
山
）

・
原
田
信
一
（
宇
仁
・
小
野
町
）

《
立
教
179
年
6
月
16
日
～
7
月
15
日
》

6
月
16
日
　
委
員
会

　
　
　
　
　
学
修
高
校
の
部
研
究
室
会
議

　
　
17
日
　
委
員
会

　
　
　
　
　
ま
な
び
ば
研
究
室
会
議

　
　
　
　
　
ビ
デ
オ
チ
ー
ム
会
議

　
　
　
　
　
学
生
連
絡
会

　
　
　
　
　
出
版
部
部
会

　
　
18
日
　
事
務
局
連
絡
会

　
　
24
日
　
担
当
者
活
動
部
部
会

　
　
　
　
　
学
修
部
部
会

　
　
　
　
　
人
材
育
成
部
部
会

　
　
25
日
　
委
員
会

　
　
　
　
　
例
会

　
　
　
　
　
広
報
室
会
議

　
　
　
　
　
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
勉
強
会

　
　
　
　
　
出
版
部
部
会

　
　
26
日
　
人
材
育
成
部
部
会

　
　
27
日
　
学
修
高
校
の
部
事
前
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
～
28
日
）

　
　
29
日
　
屋
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ー
ム
会
議

7
月
4
日
　
学
生
連
絡
会

　
　
11
日
　
屋
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ー
ム
会
議
　
　

　
　
12
日
　
屋
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ー
ム
会
議

　
　
　
　
　
学
修
部
部
会

　
　
　
　
　
人
材
育
成
部
部
会
　
　

　
　
13
日
　
委
員
会

　
　
　
　
　
学
修
高
校
の
部
研
究
室
会
議

　
　
　
　
　
担
当
者
活
動
部
部
会

　
　
　
　
　
出
版
部
部
会

　
　
　
　
　
人
材
育
成
部
部
会

　
　
14
日
　
委
員
会

　
　
　
　
　
学
修
大
学
の
部
研
究
室
会
議

　
　
　
　
　
春
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

　
　
　
　
　
ま
な
び
ば
研
究
室
会
議

　
　
　
　
　
学
生
部
部
会

　

学生担当者報
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８

業
務
記
録

人
事
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学
生
生
徒
修
養
会
高
校
の
部
　
ス
タ
ッ
フ
事
前
研
修
会
　
開
催
報
告

　
六
月
二
十
七
、
二
十
八
日
の
両
日
、
第
二
母
屋

と
七
、
八
、
九
母
屋
及
び
十
二
母
屋
を
会
場
に
、
に
、

学
生
生
徒
修
養
会
高
校
の
部
ス
タ
ッ
フ
事
前
研
修

会
を
開
催
し
、
総
勢
四
百
三
十
九
名
（
内
、
初
回

者
八
十
五
名
）
の
ス
タ
ッ
フ
が
八
月
九
日
か
ら
十

五
日
ま
で
の
本
期
間
に
備
え
て
研
修
に
励
み
ま
し
た
。

　
ま
ず
開
講
式
で
は
、
学
生
担
当
常
詰
西
浦
忠
一

先
生
よ
り
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
に
向
け
て
激
励
の
言

葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
学
生
担
当
委
員

会
吉
川
万
寿
彦
委
員
長
よ
り
挨
拶
と
、
各
寮
の
寮

長
、
副
寮
長
並
び
に
校
舎
長
の
紹
介
を
行
い
ま
し

た
。

　
二
十
七
日
夕
刻
に
は
、
表
統
領
中
田
善
亮
先
生

よ
り
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
表
統
領
先
生
は

ス
タ
ッ
フ
一
同
に
対
し
て
、
「
人
を
育
て
る
手
本

は
教
祖
の
ひ
な
が
た
に
あ
る
。
『
教
祖
な
ら
ど
う

な
さ
る
だ
ろ
う
か
』
、
『
教
祖
な
ら
ど
う
お
っ
し

ゃ
る
だ
ろ
う
か
』
と
い
う
こ
と
を
常
に
考
え
、
世

話
取
り
に
当
た
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
お
話
し
く

だ
さ
り
、
次
代
を
担
う
高
校
生
達
の
育
成
に
向
け

て
親
心
あ
ふ
れ
る
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
講
師
は
本
期
間
に
行
う
レ
ク
チ
ャ
ー

や
期
間
中
の
流
れ
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
、
ま
た

寮
ス
タ
ッ
フ
も
、
受
講
生
と
の
関
わ
り
方
や
期
間

中
の
流
れ
の
確
認
な
ど
本
期
間
に
向
け
て
の
準
備

を
整
え
、
寮
長
や
校
舎
長
を
中
心
に
一
手
一
つ
に

心
を
揃
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
閉
講
式
で
は
、
吉
川
委
員
長
が
「
こ
の

研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
し
っ
か
り
と
心
に
治
め
、

そ
れ
ぞ
れ
自
分
た
ち
に
で
き
る
理
づ
く
り
に
励
ん
で
、

本
番
を
迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
」
と
ス
タ
ッ
フ

に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
な
お
、
閉
講
式
後
に
は
、
今
回
初
め
て
学
修
ス

タ
ッ
フ
を
務
め
る
者
が
自
信
を
持
っ
て
受
講
生
と

関
わ
れ
る
よ
う
、
研
修
の
場
を
設
け
ま
し
た
。

　
本
年
の
学
修
で
は
、
各
回
生
の
重
点
項
目
と

し
て
一
回
生
は
「
お
ぢ
ば
」
、
二
回
生
は
「
教
祖
」
、

三
回
生
は
「
お
た
す
け
」
を
掲
げ
、
受
講
生
た
ち

に
陽
気
ぐ
ら
し
の
種
が
心
に
治
ま
る
よ
う
ス
タ
ッ

フ
一
同
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

、
、
、
、
、

、
、
、
、
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立教179年　秋期直属学生リーダー講習会開催要項
　日々は、学生会・学生活動にご理解、ご協力いただき誠にありがとうございます。

毎年、直属教会における学生活動の活性化を図るべく「直属学生リーダー講習会」を開催さ

せていただいていますが、今年も直属教会・教区学生会の学生リーダーを対象に下記の通り

開催いたします。講話、ねりあいを通して、教会へのつながりや、直属学生活動の意義を考

えていきたいと思います。

　何卒、貴教会、貴教区の学生リーダーにお声がけいただきますよう、よろしくお願いいた

します。

【趣　　　旨】　　道の学生がおぢばに帰り集い、教会につながる大切さを学び、直属学生

　　　　　　　　　活動の意義を認識し、今後の活動を充実させていく上での糧となるよう

　　　　　　　　　なつながりを持ち、道の学生のリーダーとしての意識の向上を図る。

【日　　　程】　　10月１日（土）10時集合

　　　　　　　　　10月２日（日）16時30分解散

【対　　　象】　　各直属・教区学生会のリーダー層（高校・大学生層）

　　　　　　　　　　※学生会が結成されていない直属教会からも是非ご参加ください。　

　　　　　　　　　　※各直属・教区学生会３名まで

【参　加　費】　　1,000円（当日にお持ちください）

【内　　　容】　　講話、レクリエーション、にをいがけ、

　　　　　　　　　ねりあい　(教会について、 直属学生活動の意義) 

【宿　　　舎】　　第２母屋

【申込締切】　　９月９日（金）　※FAX可

※全日程の参加を原則としますが、やむを得ず途中参加、途中抜けする必要がある場合は、

　必ず前もってご相談ください。

※申込書をFAXで提出された場合は、FAX送信後に学生担当委員会事務局までご連絡をお願い

　します。

※尚、詳細につきましては、９月の中旬以降に参加者本人に郵送いたしますので、参加者本

　人の手に渡る住所をご記入ください。

《申し込み・問い合わせ先》

　　　　〒632-8790　天理郵便局私書箱1号　天理教学生担当委員会 事務局　

　TEL 0743-63-2489　　FAX 0743-62-5780
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☆実施計画書は２ヵ月前までにご提出ください。
※1 第５ブロック、※2 但馬ブロック、※3 北陸ブロック合同開催

電話番号開催日時 場所 担当者教区

8月18日14時30分～19日12時30分 国立磐梯
青少年交流の家 國分福島

8月20日14時～21日14時 羽幌分教会 大友北海道

8月20日13時～21日14時 気比の浜
海水浴場 中村兵庫※2

8月19日16時～20日15時 古市詰所 前田大阪※1

8月27日13時～28日13時 教務支庁 三沢新潟※3

8月27日13時～28日13時 新潟教務支庁 矢野富山※3

8月27日13時～28日13時 新潟教務支庁 高渕石川※3

8月27日13時～28日13時 新潟教務支庁 味美福井※3

「まなびば」開催会場一覧　《８月開催分》

　日々は、学生層育成の上に変わらぬご丹精をいただき、誠にありがとうご
ざいます。
　さて、来る８月例会に先立ち、「教区担当者懇談会」を下記の通り行いま
す。教務ご多忙の折とは存じますが、是非ともご参加くださいますようお願
いいたします。

【期　日】　　８月25日（木）
【時　間】　　13時～15時45分（12時30分より受付）　※16時より例会
【会　場】　　第38母屋
【対　象】　　教区学生担当委員長、他１名（各教区、計２名）
　　　　　　　　※委員長欠席の場合は、代理可
【内　容】　　「教祖130年祭 学生おぢばがえり大会」後の丹精について
【申　込】　　参加申込票を７月31日（日）までにご提出ください。
　　　　　　　　※FAX可（0743-62-5780）

教区担当者懇談会のご案内

　日頃は、学生会・学生活動にご理解、ご協力いただきまして誠にありがと

うございます。今年は９月１９日(祝)に「道の学生ひのきしんＤＡＹ」を開催

させていただきます。今回は「感謝して、身近な友とつながろう！」という

スローガンを掲げています。このスローガンにあるように、ひのきしんを通

して親神様のご守護に気付き、感謝できるようになること、また「道の学生

ひのきしんＤＡＹ」に参加したそれぞれが、出会った仲間とつながりをもっ

て、今後の学生会活動、またお道につながっていける行事を目指します。

　この「道の学生ひのきしんＤＡＹ」を多くの仲間と開催できるよう、「教

祖130年祭　学生おぢばがり大会」でつながった仲間や新たな仲間に声かけを

していきます。ひのきしんＤＡＹ当日には全国で、ひのきしんを通して感じ

た感謝や喜びあふれる学生の姿を親神様・教祖にご覧いただけるよう、協力

して取り組んでいきます。

　学生担当の先生方には、是非周囲の学生へのお声がけ、ご協力のほど、よ

ろしくお願い致します。

天理教学生会委員長　中村勇一

立教179年

道の学生ひのきしんＤＡＹ
立教179年

道の学生ひのきしんＤＡＹ
立教179年

道の学生ひのきしんＤＡＹ

○開催会場一覧は『Happist８月号・９月号』また、

　TSA websiteに掲載します。

○開催会場等の変更がある場合は、学生担当委員会事務局まで

　ご連絡ください。（直通：0743-63-2489 内線：5817）

～感謝して、身近な友とつながろう！～

、、、、、

、、、、、
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大学生の集い「Work＆Talk」ブロック別　開催一覧

※詳細につきましては、各教区学生担当委員会までお問い合わせください。

北海道ブロック

東北ブロック

関東ブロック

北陸ブロック

東海ブロック

中国ブロック

四国ブロック

九州ブロック

未定

8月29日13時～30日13時

10月15日10時～16日15時30分

8月27日13時～28日13時

8月28日13時～29日15時

8月27日13時～28日15時

9月3日11時30分～4日15時

8月29日12時30分～30日15時

未定

国立岩手山青少年交流の家

東京教務支庁

新潟教務支庁

岐美大教会（岐阜県）

笠岡大教会（岡山県）

南阿大教会（徳島県）

福岡教務支庁

日程ブロック 会場
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生
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育
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に
携
わ
り
始
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年
祭
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で
あ
り
ま
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当
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話
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く
、

連
絡
手
段
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公
衆
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話
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行
事
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た
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か
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学
生
の
頃
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会
活
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行
事
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知
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た
。
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学
生
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員
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だ
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感
じ
ま
し
た
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伝
わ
る
便
利
な
時
代
に
な
り
ま
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た
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か

し
、
ど
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だ
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便
利
に
な
ろ
う
と
も
、
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生
層
育
成
へ

の
「
お
た
す
け
の
心
」
は
「
口
か
ら
口
へ
」
「
手
か
ら

手
へ
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「
心
か
ら
心
へ
」
と
変
わ
る
こ
と
な
く
伝
わ
っ

て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
委
員
長
の
任
は
終
え
ま
し
た
が
、
改
め
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ご
用
を
通
し
て
お
育
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
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し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
お
た
す
け
の
心
」
を
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れ
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に
、
学
生
と
共
に
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つ
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力
を
続
け
て
い
き
た
い
と

存
じ
ま
す
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国
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六
月
例
会

各
地
の
動
き

八
月
例
会

・
期
日
　
立
教
179
年
8
月
25
日

・
時
間
　
15
時
30
分
受
付
　
16
時
開
始

・
場
所
　
第
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母
屋
　
9
階
大
広
間

　
去
る
6
月
25
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教
庁
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堂
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「
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月
例
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」
を
開
催
。
出
席
は
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教
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、
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直
属
。
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】

・
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名
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山
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岐
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熊
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名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
委
員
出
向
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